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Vertex AI で実現：
購買データ  × 約 1 億 ID の人流データ
による次世代広告ターゲティング
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梅田 佑輔

株式会社  unerry
広告プランニング  Manager
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張 瑞剛

株式会社  unerry
データ  サイエンティスト
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上野 優人

株式会社  unerry
データ  サイエンティスト
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01. 会社概要
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ビジネス概要
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unerry が保有する生活者行動ビッグデータ
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Global TOP 10 に入る  Big Data Company
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分析アウトプット例
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unerry が実現している世界
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グローバル  インフラへ
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ビジネス概要
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02. 次世代広告ターゲティング
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消費の  9 割はリアル

リアル購買を促進させることはデジタル購買よりもインパクトが大きい

消費

リアル購買
90.9 %

デジタル購買
9.1 %

※ 令和 4 年度電子商取引に関する市場調査（経済産業省  2023. 8）
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対象の広告シナリオ

メーカーが商品の販売促進のために購買見込みのある層に広告を打つ

メーカー
（スーパーやコンビニなどの

小売店舗に陳列される商品を製造）

広告主 目的 ターゲット

販売促進
（≠ 広告宣伝）

購買見込み層
（≠ 不特定多数）
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unerry の広告サービス

人流 / 提携購買データで選定したターゲットに広告配信してリアル購買を促進

人流データ

YouTube

Google Ads
提携購買データ

店舗日常利用者

類似商品購買者

ターゲティング 広告配信
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従来ターゲティング手法の課題

提携購買データ人流データ

配信ボリュームの担保

購買パフォーマンスの
最大化

課題

「配信ボリュームの担保」と「購買パフォーマンスの最大化」の  2 つの課題があり、

両方を解決することは難しい
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次世代広告ターゲティング

人流データと提携購買データを掛け合わせることで両方の課題を解決

提携購買データ人流データ

配信ボリュームの担保

購買パフォーマンスの
最大化

課題

人流  ✕ 提携購買データ
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ターゲティングの全体像

約 1 億 ID から独自の  2 つのプロセスでターゲットを選定して、

「配信ボリュームの担保」と「購買パフォーマンスの最大化」を実現

約 1 億 ID 
の人流データ

1 2
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① 商品が配荷されている店舗への来訪

人流データから、商品を販売している店舗の日常利用者に絞り込む

商品 配荷有無 店舗 日常利用者
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② 購買可能性の高さ

人流データから、商品を購買する可能性が高いユーザーに絞り込む

商品 配荷有無 店舗 日常利用者 購買可能性
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② 購買可能性の高さ

人流データから商品を購買する可能性を推定することは可能なのか？

?
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人流データから作成できる特徴量の例

ユーザーが来訪する場所と頻度がわかる

グルメ

エンタメ

ショッピング

ラーメン屋  / 週 1 回

野球場  / 年 3 回

ゴルフ用品店  / 月 1 回

カフェ  / 週 1 回

映画館  / 年 3 回

子供服専門店  / 月 1 回
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購買特性と行動特性の関係

ベビー用品

大型商業施設

事前分析から購買と行動の関係性は大きいという仮説がある

年間来訪回数

購買商品 行動特性

居酒屋

全体平均  + 30 %

年間来訪回数

全体平均  - 25 %
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人流 ✕ 購買データによる購買予測モデル

行動特徴量と商品特徴量の関係性を学習して購買スコアを推定

データ アルゴリズム

　　⋯ 　　⋯

DNN DNN

✕

行動特徴量

unerry
人流データ

提携
購買データ

学習時利用データ

商品特徴量

embedding embedding

購買スコア



Proprietary

027Google Cloud Next Tokyo 

評価指標

スコア
上位 10 %

購買スコアの上位  N % の購買率と全体平均を比較する

0.85

0.80

0.77

0.65

0.05

購買スコア

︙

スコア
上位 20 %

スコア
上位 100 %
＝ 全体平均

・・・

購買率

増加率：〇〇  %

増加率：△△ %
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予測精度

全体平均 スコア
上位 10 %

購買率

約 36 % 向上

全体平均 スコア
上位 10 %

購買率

約 57 % 向上

ビジネスに大きなインパクトをもたらす精度を達成した

お酒 ベビー用品
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03. Vertex AI による  MLOps
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モデルの改善フェーズにおける課題

① 開発期間の長期化・開発コストの増大

② Biz と Dev の壁
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① 開発期間の長期化・開発コストの増大

モデル改善のために
実験を繰り返す

利益の最大化

現状 理想アクション

？
開発期間の短縮

開発コストの最小化開発期間の長期化
開発コストの増大

実験回数の増加

データ規模の拡大
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　　Vertex AI Pipelines

並列実行

BigQuery から特徴量抽出

キャッシュ

コンポーネント単位のマシン選択

パイプラインの構成例

パイプライン

前処理

モデル学習

Vertex AI Pipelines の特徴

「開発期間の長期化・開発コストの増大」という課題を解決
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並列実行

Vertex AI Pipelines

BigQuery から特徴量抽出

パイプライン

前処理

モデル学習 モデル学習

ハイパー  パラメータなど複数の条件のモ
デル学習を並列実行できる

→ 開発期間の短縮
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キャッシュ

Vertex AI Pipelines

BigQuery から特徴量抽出

パイプライン

前処理

モデル学習

コードの変更に影響のないコンポーネント
はキャッシュを利用できる

→ 開発期間の短縮
→ 開発コストの最小化

コード修正
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コンポーネント単位のマシン選択

Vertex AI Pipelines

BigQuery から特徴量抽出

パイプライン

前処理

モデル学習

e2-standard-4

e2-standard-4

n1-standard-4
NVIDIA TESLA T4

コンポーネント単位で適した
マシンを選択できる
（例：学習コンポーネントで
は GPU を使う）

→ 開発期間の短縮
→ 開発コスト最小化
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機械学習基盤

アーキテクチャ

データ基盤

学習パイプライン

人流データ

BigQuery

購買データ

BigQuery

前処理・特徴量選定

Vertex AI Pipelines
モデル学習

Vertex AI Pipelines

推論パイプライン

実験管理

Vertex AI Experiments

モデルレジストリ

Cloud Storage
前処理関数

Cloud Storage

推論対象ユーザー

BigQuery

推論対象アイテム

BigQuery

推論結果

BigQuery
前処理・推論

DataŲow
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モデルの改善フェーズにおける課題

① 開発期間の長期化・開発コストの増大

② Biz と Dev の壁
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Biz と Dev の協働の重要性

予測モデル

ビジネスサイド データ  サイエンティスト

・ML プロジェクトの目的
・ドメイン知識

・アルゴリズムの知識
・開発/運用の知識

・データ
・アルゴリズム
・評価指標

ビジネスサイドが持つドメイン知識やプロジェクトの目的といった情報は

モデル改善フェーズにおいても必要不可欠である
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Biz と Dev の壁と打開策

予測モデル

ビジネスサイド データ  サイエンティスト

・ML プロジェクトの目的
・ドメイン知識

・アルゴリズムの知識
・開発  / 運用の知識

・データ
・アルゴリズム
・評価指標

難しそう ...

意見を
伝えにくい ...

Biz と Dev の壁 打開策

視覚情報とともに

シンプルに伝える

技術的な内容も視覚情報とともにシンプルに伝えることで議論が活性化する



Proprietary

040Google Cloud Next Tokyo 

　　Vertex AI Experiments

Vertex AI Experiments を利用することで実験条件・結果等を可視化でき、

従来の方法よりも作業時間が大幅削減される

従来：スライド  / ノートブック Vertex AI Experiments

管理

可視化
予測精度のグラフ等をコードで可視化
して、出力をコピー  ＆ ペースト

手動で管理  → バラバラになりがち

コード内で定義した数字・言葉・グラフ
等はダッシュボードに自動反映
※ Vertex AI TensorBoard を利用

プロジェクト単位で自動管理



Proprietary

041Google Cloud Next Tokyo 

Vertex AI TensorBoard による可視化の例

複数の実験ケースを
一元管理

図の登録もできる

Markdown でテキストの
記載も可能
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モデルの改善例  ①: 評価指標

・広告配信有無での差を想定をしたい

・案件の規模感的には上位  N % に配信する想定  

スコア
上位 10 %

0.85

0.80

0.77

0.65

0.05

︙
スコア

上位 20 %
スコア

上位 100 %
＝ 全体平均

・・・

購買率

増加率：〇〇 %

増加率：△△ %

スコア
上位 50 %

スコア
下位 50 %

購買率

増加率：〇〇 %

Before Afterビジネスサイド
梅田さん
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モデルの改善例  ②: 学習方法

広告施策による売上の最大化を考えたときに、
“購買有無” だけでなく  “購買点数” も考慮したい  

Before After
ビジネスサイド

梅田さん

学習方法

精度
（酒）

購買有無で学習
購買有無で学習

※損失に購買点数で重みをつける

全体平均

購買率

約 6 % 向上

スコア上位 10 % 全体平均 スコア上位 10 %

購買率

約 36 % 向上
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04. まとめ
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まとめ

● 次世代広告ターゲティング

○ 人流データと購買データを掛け合わせてターゲティング

○ 「配信ボリュームの担保」と「購買パフォーマンスの最大化」という広告ターゲティングの

課題を解決

● モデル改善フェーズの  Vertex AI の活用

○ Vertex AI Pipelines
■ 開発期間の短縮・開発コストの最小化

○ Vertex AI Experiments
■ 実験条件・結果等を可視化・管理

■ 視覚情報とともにシンプルに伝えることで議論が活性化

■ モデルの改善にも大きく貢献
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We’re hiring!!

● AI Agent Developer
● Data Engineer / Analytics Engineer
● Data Scientist
● Data Analyst

●

● PdM
● Front Engineer
● Backend Engineer
● etc.

Data Team Product / Infra Engineering Team


